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木
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雄

ソ
連
邦
に
お
い
て
、
社
会
主
義
経
済
学
を
確
立
す
る
と
い
う
課
題
は
、
す
で
に
一
九
二

0
年
代
の
は
じ
め
か
ら
論
争
問
題
と
な
り
、

持
お
く
の
学
者
に
よ
り
、
モ
心
存
十
杭
の
有
無
に
つ
い
て
意
見
が
た
た
か
わ
さ
れ
て
き
た
が
、
当
時
は
プ
ハ

l
リ
ン
の
「
組
織
さ
れ
た
社

会
」
(
非
商
品
資
本
主
義
社
会
・
す
な
わ
ち
社
会
主
義
粁
会
を
い
う
)
に
治
い

τは
、
経
済
学
は
常
減
す
る
と
hv
う
、
い
わ
ゆ
る
一
経
済
学

消
滅
祢
」
が
犬
き
な
影
響
を
も
り
て
い
た
じ
と
と
、
当
時
は
ま
だ
革
命
直
後
の
過
渡
的
時
期
(
資
本
主
義
か

b
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
)

で
あ
り
、
新
L
W
社
会
主
義
経
済
形
態
の
比
重
が
小
さ
か
ワ
た
た
め
、
社
会
主
義
的
経
済
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
珂
論
的
な
研
究
に
と
ヮ
て
の

客
観
的
き
そ
が
薄
弱
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
か

b
、

「
社
会
主
義
経
済
学
」
と
い
う
か
た
ち
で
、
具
体
的
に
提
起
さ
れ
、
体
系
的
に
研

究
吉
れ
、
確
立
さ
れ
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
フ
た

(

1

)

フハ
1
リ
ン
は
、
そ
の
著
『
過
激
捌
心
経
済
』
(
一
九
二
心
午
刊
)
の
な
か
の
「
世
界
資
本
主
義
の
構
造
」
に
つ
い
て
の
ベ
た
第
一
章
で
、
経

済
学
的
対
象
に
つ
い
て
の
自
己
の
見
解
を
の
べ
て
い
る
。
ブ
ハ
り

γ
に
よ
れ
ば
、
「
経
静
学
は
尚
品
経
済
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
組
織

さ
れ
れ
わ
担
全
経
済
(
プ
ハ
リ
γ
が
い
う
組
織
さ
れ
た
社
会
経
済
之
は
、
社
全
主
義
経
済
の
こ
と
を
き
し
て
い
る
)
を
と
り
あ
っ
か
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
や
い
な
や
、
経
済
学
の
生
本
的
]u

諸
問
題
』
は
消
滅
し
て
し
ま
う
。
こ
円
よ
う
に
し
て
、
資
本
宅
設
け
H
向
品
社
会
の
終
末
は
、
経

済
学
の
蒋
末
で
あ
ろ
う
」
し
こ
の
ベ
て
い
る
。
(
出
有
名
目
戸
。

E
Z
E
E
2冨
ME凶
図
。
吋

O
E
E
ヨ
P
5
8
0
4
3
0



な
お
、
プ
ハ

l
リ
ン
白
経
済
学
に
た
い
す
る
砧
併
が
、
二
亘
の
誤
り
セ
も
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
プ
ハ
1
リ
γ
の
こ
の
著
作
に
た
い
す
る
評

注
(
同
吉
田
昌
一
息
。
a
o
宮
田
ヨ
ヨ
区
岡
戸
弓
相
日

8

8ど
で
、
レ
1

ニ
ン
が
く
わ
し
く
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
広
い
意
味

で
の
経
梢
学
に
つ
い
て
」
(
『
立
命
館
経
梢
学
』
、
第
十
巻
、
第
四
号
、
八
九
九
i

ハベ
l

シ
)
品
沙
問
。

っ
亡
で
あ
り
、
そ
れ
が
明
確
左
か
た
ち
で
、
具
体
的
に
提
起
さ
れ
た
の
は
、

「
社
会
主
義
経
済
学
」
を
確
立
す
る
こ
ー
に
の
必
要
が
指
摘
さ
れ
た
の
は
、
さ
さ
に
の
ベ
セ
ポ
リ

1
リ
γ
の
一
九
三
六
年
白
論
交
に
工

一
九
三
七
年
の
治
社
じ
〈
ポ
リ

1
リ
γ
の
論
文
に
よ
っ
て

で
あ
る
。

(
1
)

「
経
慌
の
諸
問
題
』
誌
、
一
九
三
六
午
第
一
月
に
の
せ
ら
れ
た
ボ
リ
1

リ
γ
の
論
文
「
経
済
学
の
教
授
り
任
務
」
(
目
。
官
同
国
国
岡
田
昌
自
国

旦
E
C
M
E吉
田
両
国
自
耳
目
曜
日
。
国

3
2
8区
民
間
利
回
吉
田
旬
富
田

E
E
Z
E与
一
回
。

YHUω
め
)
で
あ
る
。
こ
の
論
文
に
つ
い
亡
は
、
制
稿
「
社
会
主
義

経
済
学
の
生
成
と
発
展
」
(
「
経
許
論
議
』
、
第
九
一
番
、
第
刊
号
)
金
問
。

(
2
〕
目
。
宮
居
間
出
。
ヨ
ヨ
田
2
0
国
国
百
ロ
ヨ
E
P同国同日。
E
固
g
E
C岡
田
ο
凶
。
吉
区

EHHE吉
田
百
世
《
国
宮
E
E
E
F言
。
出
自
民
》
)
F
Y
Z
U
1
2市

日
目
白
こ
の
論
文
法
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
経
済
研
究
所
で
の
報
告
に
補
筆
し
た
も
の
で
あ
あ
。

ポ
リ

l
リ
γ
に
よ
っ
て
、

「
社
会
主
義
紅
済
学
」
臼
確
立
の
必
要
が
、
理
論
的
の
み
な
ら
ず
実
践
的
に
も
強
調
さ
れ
、
そ
れ
が
、
広

い
意
味
で
の
経
済
学
の
一
部
主
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
肯
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
当
時
寸
で
に
、
第
一
次
、
第
二
次

五
カ
年
計
画
に
よ
り
、
社
会
主
義
経
済
形
態
が
国
民
経
済
に
お
い
て
支
配
的
地
位
を
占
め
、
社
会
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
移
行
を
課

題
と
し
た
第
三
次
五
カ
年
計
画
が
開
始
さ
れ
た
時
期
、
す
友
わ
ち
ソ
連
邦
で
は
、
社
会
主
義
の
建
設
が
完
了
し
た
と
い
わ
れ
た
時
期
を

反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
ム
の
過
渡
期
(
ソ
連
邦
で
は
十
月
革
命
か
ら
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
お
わ
っ
た
一
九
三

三
年
ご
ろ
ま
で
の
時
期
)
に
あ
た
る
一
九
三
二
年
ご
ろ
古
で
の
経
済
学
教
科
書
で
は
、

ソ
ビ
エ
ト
経
済
は
、
過
渡
期
経
済
と
し
て
と
り
あ

っ
か
わ
れ
、
モ
れ
が
資
本
主
義
経
済
と
「
根
本
的
に
」
あ
る
W
は
「
原
則
的
に
」
こ
と
な
る
こ
と
を
強
調
寸
る
点
に
重
点
が
沿
か
れ
て

社
会
主
義
経
話
学
の
刻
象
に
つ
い
て

第
九
十
一
巻

九

第
六
号

七



社
A
E

主
義
経
済
学
の
対
象
に
つ
い
て

第
九
十
一
巻

九
四

第
六
ロ
ゲ

ノl

日
ド
た
。
と
く
に
、
乙
の
過
程
が
、
プ
ロ

V

タ
リ
ア

l
T
D
独
裁
を
テ
コ
に
し
、
工
業
化
、
農
業
兵J
団
化
が
積
極
的
に
す
す
め
ら
れ
た
ζ

と
を
反
映
し
、
政
府
白
ゐ
乙
な
う
政
策
が
、
経
済
学
に
お
け
る
対
象
と
み
な
さ
れ
、
『
経
済
政
策
教
程
』
が
、
ソ
ヒ

z
l
経
済
白
諸
問

題
を
記
述
し
た
基
本
的
教
程
と
な
づ
て
い
た
。

ブ
ハ

I
リ
ン
白
「
経
済
学
消
滅
論
」
に
反
対
す
る
ひ
と
び
と
も
、
ソ
ピ
ェ
?
経
済
は
、
資
本
主
義
経
済

ι根
本
的
に
ち
が
う
こ
と
を

強
調
し
、
し
た
が
っ
て
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
価
値
法
則
の
作
用
を
否
定
し
た
。
過
渡
期
に
あ
い
て
価
値
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
存
在
す

る
の
は
、
ま
だ
完
全
主
義
社
会
で
は
な
い
か
ら
で
あ
b
、
己
の
時
期
に
は
、
貨
幣
や
価
格
む
諸
機
能
を
国
民
経
済
の
社
会
主
義
的
攻
造

と
こ
ろ
が
、
社
会
主
義
の
き
そ
が
建
設
さ
れ
(
一
九
三

の
テ
コ
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
機
能
説
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。

二
年
)
、
さ
b
に
社
会
土
義
が
確
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
時
期
三
九
三
六
年
末
、
ソ
連
邦
第
三
次
最
高
ソ
ぜ
ヱ
ト
第
一
会
期
で
可
決
さ
れ
た
置
法

(
ス
タ
ー
リ
ン
憲
法
と
よ
ば
れ
る
も
の
)
は
、
社
会
主
義
経
済
制
度
が
古
配
的
な
経
済
形
態
に
な
っ
た
己
主
を
法
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
〉

に
な
り
、

資
本
主
義
む
経
済
的
さ
そ
が
一
掃
さ
れ
、
社
会
主
義
と
し
て
統
-
的
に
把
握
し
た
け
れ
ば
な
ら
た
く
な
っ
た
段
階
に
お
い
て
も
、

値
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
が
存
在
し
、
国
民
経
済
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
己
と
在
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
経
済
学
的
に
ど 価

の
よ
う
に
論
一
証
す
る
か
と
い
う
問
題
が
で
て
き
た
。

経
済
白
分
野
に
治
け
る
党
や
国
家
白
諸
方
策
を
記
述
し
た
『
経
済
政
策
教
程
』
は
、
経
済
諸
方
策
む
歴
史
の
記
述
に
す
ぎ
た
い
と
い

う
欠
陥
を
も
ち
、
あ
る
い
は
部
門
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
政
策
に
つ
い
て
の
ペ
た
「
教
程
い
で
は
、
ソ
ピ
ェ
}
経
済
の
全
体
系
の
発
展
を

特
徴
づ
け
、
そ
の
合
法
則
性
を
あ
き

b
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
欠
陥
を
も
っ
て
い
た
。
な
刊
せ
た
ら
、
社
会
主
義
建
設
白

具
体
的
な
歴
史
的
経
験
に
お
け
る
合
法
則
性
の
認
織
こ
そ
が
、
社
会
主
義
経
済
学
の
体
系
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
の
不
可
欠
の
前
提
条

件
だ
か

b
で
あ
る
。



し
か
し
な
が

b
、
価
値
法
則
心
否
定
と
、
党
と
国
家
臼
諸
方
策
に
よ
っ

τ、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
な
し
う
る
と
い
う
考
え
が
、
国
家
白

経
済
行
為
と
客
観
的
経
、
併
法
則
と
を
同
一
視
す
る
主
観
的
友
見
解
に
み
ち
び
く
こ
と
に
な
ヲ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
ポ
リ
1
リ

γ
も
、
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

ボ
リ
1
リ
ソ
は
、
『
経
済
政
策
教
程
』
に
か
わ
り
、
経
済
学
の
全
教
程
の
一
部
と
し
て
、
社
会
主
義
経
済
学
を
確
立
す
る
必
要
を
強
調

主
要
た
し
な
が
ら
も
、
党
と
国
家
の
諸
方
策
主
体
系
的
に
記
述
す
る
と
と
が
、
経
済
学
教
程
白
主
要
友
内
容
と
考
え
た
が
た
め
に
、
か
れ

の
見
解
に
は
、
国
家
の
経
済
行
為
を
経
済
法
則
と
み
な
す
見
解
が
す
で
に
明
確
な
か
た
ち
で
み
、
b
れ
る
。
す
た
わ
ち
、
ポ
リ
!
リ
ン
は
、

さ
さ
は
占
の
ぐ
た
一
九
三
七
年
の
論
文
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
白
べ
て
い
る
。
「
社
会
主
義
経
済
学
教
程
は
、
ソ
ピ
ェ

T
社
会
主
義
経
済
白
一
発

展
を
包
括
し
、
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
の
沿
こ
な
っ
た
経
済
政
策
主
、
瞬
時
た
り
と
も
と
り
さ
っ

τは
な
ら
な
い
。
と
〈
に
、
こ
の

経
済
政
策
白
作
用
の
う
え
に
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
白
全
発
展
が
う
ち
た
て

b
れ
る
。

ソ
ビ
エ
ト
経
済
の
現
実
に
お
い
て
は
、
社
会
主
義

国
家
心
経
済
政
策
か
ら
で
て
く
る
法
則
、
あ
る
い
は
そ
白
作
用
と
直
接
む
す
び
つ
い
た
法
則
以
外
に
、
他
の
法
則
は
存
在
し
な
い
。
ソ

ビ
エ
ト
白
発
展
の
合
法
則
性
は
、
士
口
い
資
本
主
義
社
会
を
共
産
主
義
社
会
に
芋
命
的
に
つ
く
り
か
え
る
と
い
う
合
法
則
性
で
あ
る
」
。

「
労
働
者
・
由
民
民
心
社
会
主
義
国
家
、
す
な
わ
ち
勤
労
者
自
身
に
主
っ
て
づ
く
り
だ
さ
れ
色
も
の
で
あ
り
、

こ
の
合
法
則
性
は
、

人
聞
の
青
山
志
と
意
識
を
は
た
れ
て
作
用
す
る
も
の
で
は
な
く
、
過
渡
期
に
沿
い
て
社
会
主
義
建
設
が
す
す
め
ば
す
す
む
ほ
ζ
、

発
展
の
諸
法
則
は
、
士
す
ま
す
志
識
的
人
間
と
な
弘
」
。
そ
し
て
、
こ
れ

b
の
合
法
則
性
は
、
「
共
産
党
に
主
り
指
導
さ
れ
、
社
会
の
革

命
的
必
造
過
程
を
方
向
づ
け
る
礼
会
主
義
国
家
白
身
に
よ
フ
て
、
つ
く
り
だ
さ
れ
、
か
っ
変
化
さ
せ

b
れ
る
」
。

「
社
会

ハ
1
〕
ロ
。
司
国
民
同
盟
国

。
吋
】

U

N
叫

〔

2
)
J
P
原
告
。
、
。
一
』
)
同
日 。
ロ
官
官
君
。
国
弓

2
0古
屋
同
国
関
口
昌
目
2
2
E
U
H
署
員

E
E
E吾
E
5
5
A有
吉
野
宮
図
書
富
富
田
園

γ
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社
会
主
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経
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学
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対
象
に
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~
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号
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社
会
主
義
経
済
学
の
封
象
に
つ
い
て

第
九
十
一
巻

ブL
プ℃

第
六
号

u 

~ ~ 

4 3 

叶
S
区
民
?
の
叶
明
白
日

↓
釦
区
嗣
出
品
川
、
。
吋
切
旧
日

こ
臼
ょ
う
た
国
家
む
政
策
が
法
別
で
あ
り
、
社
会
主
義
日
も
と
と
は
、

ー

に
従
属
し
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
た
主
倒
的
見
解
が
で
て
き
た
原
附
は
、
つ
ぎ
白
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
モ
白
一
つ
は
、
ス
タ

I
リ

J

社
会
的
生
産
自
発
展
自
体
が
、
社
会
と
そ
白
意
識
的
意
志

ソ
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
国
際
的
に
も
国
内
的
に
も
悶
難
な
条
件
に
あ

p
な
が

b
、
国
臼
社
会
主
義
的
工
業
化
と
農
業
集
団
化
を
な
し

と
げ
た
「
ソ
ビ
エ
ト
権
力
の
医
大
な
成
果
に
呆
然
と
な
り
、
ソ
ビ
エ
ト
制
度
の
治
ど
ろ
く
べ
き
成
功
に
日
が
く
ら
ん
で
、
ソ
ビ
エ
ト
権

カ
は
「
な
ん
で
も
で
さ
る
」
と
か
、
ソ
ビ
エ
ト
権
力
に
は
「
ど
ん
た
こ
と
で
も
わ
け
た
い
」
と
か
、
ソ
ビ
エ
ト
権
力
は
科
学
の
諸
法
則

を
絶
滅
し
、
新
し
い
諸
法
則
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
か
、
想
像
」
し
、

「
法
律
、
づ
ま
り
政
府
に
上
っ

τ公
布
さ
れ
、
人
聞
の

意
士
ω
に
し
た
が
っ
て
創
造
さ
れ
、
法
的
効
力
し
か
も
た
左
い
も
の
と
、
科
学
臼
法
則
、
つ
ま
り
人
間
の
意
志
に
依
存
す
る
こ
と
た
く
お

己
っ
て
い
る
自
然
キ
社
会
心
客
観
的
な
諸
過
程
を
反
映
す
る
と
こ
ろ
の
諸
法
則
と
を
、
混
同
」
し
た
こ
と
に
あ
る
。

(
1
〕

ポ

リ

l
リ
ン
前
川
担
論
文
一
六
ペ
ー
ジ
。

(
2
}
口
昌
何
回
同
国

E
H
S
E
U
E自
2
E
O
昌
o
E
O回
目
。
。
官

E
E
E
回
ロ
ロ
ロ
]
M

円
。
員
。
自
国
ω
官
F
H
由
日
日
。
吾
円
円
一
(
邦
訳
、
制
民
文
庫
版
、

日
/
〉
。

(
3
)
叶
草
号
、
日
明

ω
l
仏
(
邦
訳
、
国
民
主
席
版
、
八
ペ
ー
ジ
)
。

/、

へ

第
二
は
、
資
本
主
義

l
商
品
社
会
が
盲
目
的
に
発
展
す
る
の
に
た
い
し
、
国
家
に
よ
る
意
識
的
方
社
会
主
義
建
設
が
対
置
さ
れ
、
社

会
主
義
が
資
本
主
義
と
原
則
的
に
こ
と
な
る
、
と
い
う
こ
と

E
強
調
す
る
こ
と
か
ら
、
商
品
生
産
の
法
別
で
あ
る
価
値
法
則
の
、
社
会

主
義
白
も
と
で
白
作
用
が
否
定
さ
れ
た
が
、
己
れ
に
か
わ
る
に
、
客
観
的
法
則
で
は
な
く
、
人
聞
の
青
山
志
に
も
と
め
た
こ
と
で
あ
る
。

第
三
は
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
価
値
法
則

ω作
用
を
否
定
す
る
こ
と
と
関
連
し
、
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
以
後
に



壮
け
る
社
会
主
義
を
、
回
定
的
な
も
の
と
考
え
、
そ
れ
が
本
来
過
渡
的
危
性
格
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
つ
の
社

会
・
経
済
構
成
体
と
み
た
し
、
固
定
化
し
、
定
式
化
す
る
傾
向
臼
あ
づ
た
己
と
で
あ
る
。
己
の
よ
う
な
見
解
は
、
社
会
主
義
型
白
生
産

関
係
士
、
原
始
共
同
体
型
、
奴
隷
制
型
、
封
述
制
型
、
資
本
主
義
型
と
な
ら
ん
で
、
生
産
関
係
の
五
つ
の
基
本
的
型
と
し
て
あ
げ
た
月

タ

I
リ
ソ
に
典
型
的
に
み

b
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
社
会
主
義
を
定
式
化
、
固
定
化
す
る
こ
と
に
よ
ヲ

τ、
社
会
主
義
の
も
と
に
治
け

る
価
値
法
別
の
位
置
づ
け
、
ま
た
、
価
値
的
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
現
実
に
存
在
す
る
と
い
ろ
現
実
、
そ
れ
が
社
会
主
義
建
設
に
と
づ
て
必

要
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
同
胞
も
、
価
値
法
則
と
関
連
す
る
己
と
た
く
と
り
あ
げ

b
れ
た
の
で
、
そ
の
解
決
が
い
ち
じ
る
し
く
困
難
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

(
1
)
C
国
恒
国
間
同
国
o
昌
吉
田
担
雪
国
間
富
山
民
主

E
E
口
1

0

2

]

匂
包
応
(
邦
訳
、
大
月
百
倍
版
、
七
七
七
ペ
ー
ジ
)
。

(
2
〕
社
会
主
義
心
過
渡
的
性
格
と
過
渡
期
の
法
則
に
つ
い
て
は
、
中
同
に
お
い
て
も
、
ソ
ビ
エ
ト
の
学
者
の
従
来
の
見
解
と
は
、
こ
と
な
る
意
見
が

あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
六
ひ
年
人
月
h
日
付
「
人
民
日
報
」
に
発
表
さ
れ
た
陶
鋳
の
論
文
「
美
子
詮
波
町
期
的
規
樟
問
題
的
商
権
」
お
よ
び
吋
経

済
研
究
L

一
九
六
C
年
第
五
号
の
呉
国
の
論
文
一
社
会
主
義
社
会
酌
註
渡
性
質
参
問
。

社
会
主
義
経
済
学
と
は
な
に
か
。
と
の
基
本
的
な
問
題
を
め
ぐ
ヮ
て
、

一
九
二

0
年
代
か
ら
二
つ
の
見
解
が
み
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、

「
過
渡
期
治
よ
ぴ
紅
会
主
義
一
般
に
つ
い
て
の
科
学
か
、
あ
る
い
は
具
体
的
に
と
り
あ
げ
た
一
つ
白
国
の
過
渡
期
と
社
会
主
義
白
科
学

を
い
う
の
か
L
o

社
会
主
義
経
済
学
に
つ
い
て
、
こ
む
よ
う
友
問
題
提
起
を
し
た
の
は
、
プ
ハ

1
リ
円
や
プ
レ
オ
プ
ヲ
ジ
ェ

y
月
キ
ー

で
あ
る
。
デ
ハ

l
リ
ン
や
。
フ
レ
オ
プ
ラ
ジ
ェ

Y

可
ハ
キ
ー
は
、
社
会
主
義
あ
る
い
は
過
渡
期
の
理
論
は
、
過
波
期
一
般
白
理
論
で
た
け
れ

ば
な
ら
ず
、
ソ
連
邦
の
経
済
の
具
体
的
発
展
白
研
究
は
、
特
別
の
科
学
の
対
象
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
と
の
よ
う
た
過
渡

期
一
放
の
理
論
は
、
さ
ら
に
グ
リ
ア
マ
ン
な
ど
に
よ
り
て
展
開
さ
れ
た
。
ク
リ
ツ
マ

V
は
、
そ
の
著
「
ロ
シ
ア
革
命
の
英
雄
的
時
期
』

社
会
主
義
経
許
学
の
対
象
に
つ
い
て

第
九
十
一
巻

九
七

第
六
号



社
会
主
義
経
済
学
の
対
象
に
つ
い
て

第
九
十
一
巻

ブL
ノ又

第
一
ハ
号

p
-
5
5
2周
忌
目
。
冨

2
3
2
5酔
唱
。

E同
EHHE〕
の
な
か
で
、
ロ
シ
ア
革
命
日
発
展
の
研
究
と
、
資
本
主
義
か

b
共

産
主
義
へ
の
過
渡
期
の
一
般
理
論
と
士
、
ま
っ
た
く
さ
り
は
な
し
た
の
で
あ
る
。

(
臣
官
官
E

(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 
ボ
リ
1

リ
ン
前
描
論
文
二
七
ペ
ー
ジ
。

フハ
I
リ
ン
は
、
そ
の
著
「
過
渡
期
目
経
済
L

(

宮
。
闘
。
富
E

E宮
E
宮
内
目
ロ
司
自
習
巴
包
〉
で
、
こ
心
工
う
な
問
題
提
起
を
し
て
い
る
。

ボ
リ
l
リ
ン
前
椙
論
文
二
七
へ
!
ジ
。

ポ
リ
l
リ
γ
は
、
社
会
主
義
革
命
の
理
論
的
研
究
と
具
体
的
・
歴
史
的
研
究
と
を
き

p
は
た
し
た
こ
の
よ
う
な
見
解
を
批
判
し
、
過

渡
期
経
済
と
社
会
主
義
経
済
の
研
宛
は
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
発
展
の
合
法
則
性
を
あ
き
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
己
の
研
究
は
、
一
定
白

国
の
具
体
的
在
発
展
の
経
験
に
も
と
づ
く
も
臼
で
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
、
す
な
わ
ち
、
資
本
主
義
か
む
共
産
主
義
へ
の
過
渡
は
、

「
一
般
的
陀
」
研
究
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
ソ
連
邦
の
社
会
主
義
建
設
の
経
験
に
も
と
づ
い
て
研
究
さ
れ
た
け
れ
ば
な

b
な
い
こ
と
、

を
指
摘
し
て
い
ヌ
v
o

マ
ル
ク
ス
が
、
資
本
主
義
経
済
を
研
売
す
る
に
あ
た
っ
て
、
具
体
的
な
イ
ギ
リ
マ
ハ
資
本
主
義
を
研
究
す
る
な
か
で
、

そ
の
他
心
資
本
主
義
諸
国
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
ご
般
的
合
法
則
性
を
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
う
K
、
社
会
主
義
経
済
白
発
展
の
合
法
則

性
を
あ
き

b
か
に
す
る
さ
い
、
具
体
的
た
ソ
連
邦
に
島
け
る
社
会
主
義
経
済
の
研
究
に
も
と
づ
い
て
お
こ
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な

b
な
い

「
定
義
の
あ
そ
山
」
だ

と
と
は
、
い
う
ま
で
も
た
い
。
レ

l
-
一γ
が
、
ブ
ハ

1
リ
γ
の
著
『
過
渡
期
日
経
済
」
に
た
い
す
る
評
注
で
、

と
か
「
類
推
の
あ
そ
山
」
と
い
う
注
を
く
わ
え
、

「
ス
コ
ラ
哲
学
と
無
意
識
的
な
観
念
論
的
(
哲
学
的
意
味
で
の
)
た
折
衷
主
義
的
用

語
の
練
習
と
を
削
除
し
、
そ
の
か
わ
り
に
二

0
ペ
ー
ジ
な
い
し
三

0
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
事
実
(
著
者
が
引
用
し
て
い
る
豊
宮
た
経
済
文

献
か
ら
む
)
を
い
れ
る
た
ら
ば
、
こ
白
書
は
ま
っ
た
く
す
ぐ
れ
た
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
の
べ
て
い
る
の
も
、
こ
む
た
め
に
は
か
た

ら
た
い

ハ
1
)

ボ
リ
1

リン

前
掲
論
文

二
七
1
二
八
ペ
ー
ジ



(
2
)

何
百
百
円
Q
S問
。
q
o
H
)富
岡
、
凶
一
。
回
同
戸
。

-
u
m
p

(
3
)
叶
h
w
M
声

U

討
。
、
。
兵
〕
同
日
戸

(

4

)

J

司

E
向
調
。

-
o』
)
供
(
)
】

モ
こ
で
づ
ぎ
に
、
社
会
主
義
経
済
学
は
、
そ
む
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
り
、
ど
白
よ
う
な
構
成
D
も
白
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
、
オ
リ
1
リ
γ
は
、
経
済
学
は
、
モ
の
本
質
の
点
で
、
歴
史
科
学
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
社
会
主
義
経

済
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
社
会
主
義
社
会
の
発
生
、
そ
の
発
展
、
共
産
主
義
の
低
い
段
階
か

b
最
高
の
段
階
へ
の
移
行
白
過
程
を
あ

き
ら
か
に
ナ
る
と
い
う
、
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
D
必
要
と
、
社
会
主
義
社
会
の
合
法
則
的
な
歴
史
的
発
展
を
あ
さ

b
か
に
す
る
こ
と
に

よ
ロ
て
白
与
、
は
じ
め
て
、
社
会
主
義
社
会
の
法
則
と
発
展
を
体
系
的
に
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
指
摘
し
て
H
A
o

(
1
)
 
ポ
リ
1
リ
ン

一
間
掲
論
文

二
八
ペ
ー
ジ
。

ポ
り
1
り
ン
が
、
た
に
よ
り
も
ま
ず
、
歴
史
的
な
発
展
を
あ
き
ら
か
に
す
る
必
要
を
指
摘
し
た
こ
と
は
正
し
い
ド
。
な
ぜ
な
ら
、
社
会

土
義
社
会
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
政
権
を
掌
握
L
、
生
産
手
段
白
社
会
的
所
有
吉
実
現
す
る
と
き
炉
ら
は
じ
ま
る
。
す
な
わ
ち
、

社
会
主
義
経
済
形
態
は
、
私
的
所
有
を
き
毛
に
し
た
資
木
主
義
社
会
の
左
か
か
ら
自
然
発
生
的
に
成
長
す
る
も
の
で
は
左
い

L
、
古
山
山

社
会
の
な
か
に
発
生
し
成
熟
す
る
も
の
で
は
な
い
。
封
建
制
社
会
が
奴
隷
制
社
会
の
振
か
で
し
だ
い
に
成
長
し
、
あ
る
い
は
資
木
主
義

が
封
建
制
度
の
な
か
で
発
生
し
、
し
だ
い
に
成
長
し
、
発
展
し
て
き
た
の
と
は
根
本
的
に
と
と
た
る
Q

社
会
主
義
制
度
は
資
本
主
義
制

度
の
廃
埼
白
う
え
に
う
ち
た
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
瞬
時
に
つ
く
り
だ
さ
れ
る
も
の
で
は
た
い
し
、
ま
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
政

権
主
掌
握
し
た
と
き
に
、
す
で
に
で
さ
あ
い
の
か
た
ち
で
存
在
す
る
も
の
で
も
社
い
。
こ
の
一
た
め
、
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
て
、
社
会

主
義
の
段
階
に
は
、
経
済
、
技
術
、
政
治
、
文
化
、
思
想
な
ど
の
一
聞
に
お
い
て
古
い
社
会
の
母
斑
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
主
義
革
命
の
一
特
徴

1
lそ
れ
以
前
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
に
〈

b
ベ
ー
ー
か
ら
、
社
会
主
義
経
済
制
度
は
、
プ
ロ
V

社
会
主
義
経
済
学
の
対
象
に
つ
い
て

第
九
十
一
巻

九
九

第
六
号



社
会
主
義
経
済
学
の
対
象
に
つ
い
て

第
九
十
一
巻

目。。
第
六
号

四

タ
リ
ア

l

l
の
独
裁
を
テ
コ
に
し
て
、
資
本
主
義
的
諸
要
素
と
の
闘
争
の
な
か
で
、
づ
〈
り
だ
さ
れ
、
か
づ
発
展
す
る
。

以
上
白
白
川
に
、
社
会
主
義
経
済
の
特
徴
が
あ
る
。

× 

× 

x 

社
会
主
義
社
会
の
研
究
の
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
調
し
て
、
ボ
リ

l
リ
γ
は、

『
社
会
主
義
経
済
学
教
程
要
綱
』
が
ど

D
よ
う
な

構
成
心
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
」
い
か
に
つ
い
て
、
自
分
の
見
解
を
具
体
的
に
の
ペ
亡
悼
る
。
す
な
わ
ち
、
ポ
リ

l
リ
Y
は
、
全
体
主

ー
一
ハ
づ
の
篇
に
分
け
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
篇
の
構
成
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
む
ベ
亡
い
る
。

第
一
篇

第
二
篇

第

(11 篇 (3)

ポ
リ
i
リ
ン
の
「
社
会
主
義
経
済
学
教
程
要
綱
』
の
内
容

。
フ
ロ
レ
タ
り
ア
l
ト
の
独
裁
と
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
白
移
行
期

ソ
連
邦
に
お
け
る
大
社
会
主
義
革
命
と
そ
の
恭
本
的
諸
段
階

)
 
1
 
(
 
大
十
月
社
会
主
義
革
命
。
搾
取
昔
の
収
奪
。
管
制
高
地
の
掌
握
“
社
会
主
義
の
第
一
歩
。
園
内
戦

(2) 

新
経
済
政
策
へ
の
移
行
u

復
興
期
。
再
建
期
。
工
業
化
Q

農
業
集
団
化
。
社
会
主
義
経
済
の
土
台
の
建
設

ソ
連
邦
に
お
け
る
搾
取
階
級
の
一
掃
。
階
級
を
完
全
に
一
掃
す
る
た
め
の
十
手
。
技
術
的
再
建
の
完
了
。
社
会
主
義
社
会
の
建
設

ソ
ビ
エ
ト
国
家
の
社
会
-
経
済
構
成
町
基
本
的
特
徴

社
会
主
義
生
産
制
度
、
と
生
産
手
段
の
社
会
主
義
所
有
の
二
つ
の
形
態
(
固
有
す
な
わ
ち
全
人
民
的
所
有
形
態
と
協
同
組
合
l
コ
ル
ホ
ー
ズ

的
所
有
形
態
)

(2) 

同
民
経
済
計
画
と
計
四
化

ソ
連
邦
に
お
け
る
社
会
主
義
原
則
、

「
各
人
か
ら
は
能
力
に
お
う
じ
て
、
各
人
に
は
労
働
に
お
う
じ
て
」
の
実
現

(3) 



第
四
(1)篇

第
五

(2) (1)篇

第
六
篇

(

1

)

 

ソ
ピ
ェ

l
国
家
に
お
け
る
社
会
主
義
再
生
産

悶
民
経
済
の
技
術
的
再
建
(
社
去
主
義
革
命
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
技
術
変
木
〉

(2) 

社
会
主
義
農
業
、
と
そ
の
発
展

以
上
が
ー
ポ
リ

I
リ
y
に
よ
る
篇
別
構
成
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
篇
の
内
容
に
つ
い
て
、
ポ
リ
1
リ
γ
は
、
さ
ら
に
つ
ぎ
り
ょ
う

に
の
ベ
て
い
る
υ

)
 
3
 
(
 
)
 
4
 
(
 
社
会
主
義
的
生
産
力
配
置

社
会
主
義
再
生
産
過
程

l
l社
会
主
義
社
会
の
国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス

第
一
篇
で
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
が
、
ソ
ぎ
邦
に
治
け
る
あ
b
ゆ
る
発
展
の
き
そ
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
あ
き
ら
か
に

と
れ
に
も
と
づ
い
て

流
通
目
金
融
予
算

ソ
ビ
エ
ト
社
会
に
お
け
る
貨
幣
と
信
用

ソ
ビ
エ
ト
商
業

。)

ホ
ズ
ヲ
久
チ
ョ
ト
(
経
済
計
負
制
)
。
社
会
主
義
朴
会
に
お
け
る
原
価
主
位
格

(4) 

社
会
主
義
社
会
の
国
家
予
算

社
会
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
移
行

ポ
リ
l
り

γ

前
掲
一
前
文

二
九

l
三

O
ベ

l
ジロ

し
、
さ
ら
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
白
独
裁
は
、
過
波
期
に
固
有
な
発
展
の
特
別
の
合
法
則
性
を
つ
く
り
だ
し
、

資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
移
行
が
実
現
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
し
め
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
U

第
二
篇
で
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

l
I
の
独
裁
が
、
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
し
、
社
会
主
義
経
済
制
度
を
つ
く
り
だ
し
た
か
、

社
会
主
義
経
筒
学
の
対
象
に
つ
い
て

第
九
十
一
巻

目。

第
六
号

五



社
会
主
義
経
済
学
の
対
象
に
つ
い
て

錦
九
寸
一
巻

I"l 
0 

第
六
号

/、

モ
れ
が
、
基
本
的
に
社
会
主
義
(
共
産
土
義
の
第
一
段
階
)
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
に
社
会
主
改
造
し
た
か
、
を
あ
き
b

か
に
す
る
こ
と
。
己
れ

b
D
こ
と
を
あ
き
L
か
に
す
る
こ
と
に
主
づ
て
、
も
っ
と
も
先
進
的
制
度
で
あ
る
ソ
ビ
ι

ト
社
会
主
義
経
済
制

度
が
っ
く
り
だ
さ
れ
、
己
の
制
度
が
資
本
主
義
に
く

L
ベ
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い
う
と
と
を
し
め
す
こ
と
が
、
こ
の
篇
の
結
論
に
な
b
な

け
れ
ば
な
b
在
い
。

第
三
篇
で
は
、
ソ
ビ
エ
ト
国
家
の
社
会
・
経
済
構
成
の
基
本
的
念
特
徴
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る
。

ソ
連
邦
に
沿
け
る
社
会
主
義
再
生
産
の
基
本
的
た
問
題
に
つ
い
て
の
べ
ら
れ
、

1
1社
会
主
義
社
会
心
国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
の
項
に
お
い
て
は
、
ソ
ビ
ェ
}
に
治
け
る
社
会
主
義
再
生
産
過
程
白
総
括
が
友
吉
れ
る
。

第
四
篇
で
は
‘

第
四
白
社
会
主
義
再
生
産
D
過
程

第
五
篇
で
は
、
社
会
主
義
再
生
産
の
重
要
な
用
具
と
し
て
の
悶
家
予
算
と
そ
心
機
能
、
貨
幣
ャ
商
業
の
本
質
と
役
割
に
つ
い
て
、
商

品
l
資
本
主
義
経
済
の
も
と
に
沿
け
る
の
と
く

L
ベ
、
モ
れ

b
が
原
則
的
に
こ
と
な
る
と
と
な
ど
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
こ
D

篇
の
主
要
な
内
容
を
な
す
。
こ
の
篇
白
日
的
が
、
貨
幣
、
商
業
、
信
用
、
予
算
な
ど
白
本
質
と
役
割
が
、
資
本
主
義
経
済
に
ゐ
げ
る
白

L
は
原
則
的
に
こ
と
な
る
己
と
を
あ
き

b
か
に
す
る
、
と
い
う
点
に
あ
る
た
め
、
社
会
主
義
生
産
様
式
と
分
配
白
基
本
的
た
特
徴
を
あ

き
ら
か
に
し
た
諸
篇
の
あ
と
に
沿
か
れ
る
。
モ
の
理
由
は
、

「
資
本
主
義
経
済
を
研
究
す
る
さ
い
に
、
貨
幣
は
、
商
品
経
済
の
発
展
を

分
析
し
た
あ
と
で
、
モ
の
研
究
が
沿
こ
な
わ
れ
る
。
と
の
こ
と
は
、
歴
史
的
に
も
理
論
的
に
も
、
商
品
H
U
資
本
主
義
生
産
様
式
の
特
徴

を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

b
、

『
社
会
主
義
』
教
程
で
は
、
こ
れ
と
は
こ
と
な
り
、
教
程
む
さ
い
し
ょ
の
諸
篇
で
、
貨
幣
白

役
割
士
研
究
す
る
己
と
は
、
あ
き
ら
か
に
歴
史
的
み
と
お
し
を
ゆ
が
め
る
己
と
に
な
る
。
社
会
主
義
の
も
と
で
白
貨
幣
の
役
割
は
泊
社

会
主
義
生
産
様
式
の
す
べ
て
を
理
解
し
た
う
え
で
、
研
究
さ
れ
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
か

b
で
あ
る
。

(
1
)
 
ボ
リ

1
リ

γ

前
掲
論
寸
人

三

0
ペ
ー
ジ
。



さ
い
ど
の
第
六
篇
で
は
、
社
会
主
義
か

b
共
産
主
義
へ
の
歴
照
的
発
展
に
つ
い
て
か
か
れ
る
。

以
上
が
、
ポ
リ
l
リ
Y

の
提
起
し
た
『
社
会
主
義
経
済
学
教
程
要
綱
』
の
内
科
と
構
成
で
あ
あ
。
己
の
『
要
綱
』
の
構
成
で
、
ボ
リ

ー
リ
ン
が
も
っ
と
も
重
点
を
お
い
て
い
る
の
は
、
第
一
治
土
び
第
二
篇
に
み
』
け
る
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
移
行
の
諸
問
題
で
あ

る
。
か
れ
は
、
と
の
問
題
の
検
討
に
あ
て
ら
れ
る
第
一
治
よ
び
第
二
篇
が
、

『
要
綱
』
の
た
か
で
重
要
た
位
置
か
占
め
な
け
れ
ば
な
ら

在
い
と
と
を
強
調
し
、
こ
れ

b
の
問
題
の
検
討
を
教
程
か
ら
は
ぶ
く
k
い
う
A

意
見
に
反
対
し
て
い
る
。
モ
白
理
由
は
、

ら
社
会
主
義
へ
の
移
行
の
具
体
的
・
歴
史
的
経
験
を
研
究
す
る
己
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
社
会
主
義
社
会
白
建
設
と
そ
の
発
展
の
合

法
則
性
を
理
解
す
る
と
と
が
で
き
る
」
か
ら
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
教
程
に
お
い
て
は
、

「
資
本
主
義
か

「
ソ
連
邦
に
お
け
る
社
会
主
義
社
会
建
設

の
一
歴
史
的
記
述
に
も
と
づ
き
、
対
象
の
完
全
な
説
明
に
必
要
な
か
ぎ
わ
ー
で
の
場
所
と
時
間
と
が
あ
た
え

b
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

k

い
う
と
と
で
あ
る
。

(
1
)
 

(
2
)
 
ポ
り

l
リ
ン

同
右
。

前
掲
論
文

一ニ
0
ペ
ー
ジ
。

以
上
白
上
う
に
、
ポ
リ
リ
γ
は
、
歴
史
的
記
述
、
と
く
に
ソ
連
邦
に
む
け
る
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
移
行
の
諸
問
題
、
社

会
主
義
建
設
の
具
体
的
経
験
の
記
述
の
必
要
性
を
強
調
し
で
い
る
。
と
の
亡
と
は
、
従
来
の
い
わ
ゆ
る
『
ソ
ビ
エ
ト
経
済
一
般
理
論
』

白
教
程
で
は
、

資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
と
社
会
主
義
経
済
と
に
つ
い
て
の
体
系
的
左
記
述
が
な
い
己
と
、

お
よ

U
、

「
い
わ
ゆ
る
『
過
渡
期
の
一
般
理
論
』
を
つ
く
り
あ
げ
る
と
い
う
平
日
か
た
で
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
を
『
一
般
に
』
研
究
す
る
と
い
う
問

題
の
提
起
」
を
批
判
す
る
と
い
う
ポ
リ
l
り
γ
の
立
場
か

b
、
必
然
的
に
で
て
き
た
と
と
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

(
1
)
 
ポ

U
J
I
リ
ン

前
掲
論
文

二
一
ペ
ー
ジ
。

社
会
主
義
経
済
学
の
対
象
に
つ
い
て

第
九
十
一
巻

四
0 

第
六
号

ぺ二



託
会
主
義
経
済
学
の
対
象
に
つ
い
て

第
九
十
一
巻

四

O
四

第
六
号

f、

V
1
-
一
ン
は
、
社
会
主
義
の
発
肢
の
具
体
的
・
歴
史
的
研
究
を
は
な
れ
、
「
転
形
過
程
の
一
般
理
論
」
(
急
田
富

2
8
E
弓
君
。
昏
・

。官官
m
E呂
田
例
。
円
。
同
町

E2cp)
と
し
て
、
過
渡
期
の
経
併
を
規
定
し

F
っ
と
し
た
ブ
ハ

1
リ
γ
を
批
判
し
た
。

V

1
ヱ

Y
は
、
ブ
ハ
リ

γ
日
著
『
過
波
期
の
経
済
』
に
た
い
す
る
評
在
日
去
か
で
、

「
転
形
過
握
白
一
般
理
論
」
と
い
う
こ
と
は
に
た
い
し
「
こ
れ
は
い
っ
た

九
ベ
ゾ
ジ
サ
1
流
に
?
」
と
い
う
か
さ
こ
み
を
し
、
プ
ハ

l
リ
y
が、

hv

ろ
い
ろ
の
用

語
を
、
「
観
念
論
と
折
衷
主
τ義
の
哲
学
に
よ
り
「
き
そ
づ
け
ら
れ
』
」
た
ポ
グ
ダ
l
ノ
フ
の
用
訟
と
お
た
じ
意
味
に
も
ち
W

て
い
る
た
め

い
な
ん
だ
日

「
一
般
に
」
と
は
な
ん
だ
フ

に

「
し
ば
し
ば
、
弁
証
法
的
唯
物
論
(
す
な
わ
ち
マ
ル
ク
ス
主
義
)
と
矛
盾
す
る
術
語
の
ス
コ
ラ
主
義
(
哲
学
的
き
モ
の
点
で
は
、

不
可
知
論
的
、
ヒ
ュ

l
ム

1
カ
ン
ト
的
)
k
b
ち
い
り
、
観
念
論
(
物
質
、
す
な
わ
ち
客
観
的
現
実
か

b
う
ま
れ
で
た
も
の
と
は
意
識

し
な
い
「
論
理
学
」
、
「
観
点
」
た
ど
)
に
お
ち
い
っ
た
た
め
に
、
「
一
般
理
論
」
な
ど
と
い
う
「
一
連
D
、
ま
さ
に
理
論
的
友
不
正
確
、

が
ら
く
た
学
問
、
ば
か
ば
な
し
が
で
て
き
た
」
の
だ
と
批
判
し
、
も
し
、
プ
ハ

l
リ
γ
が、

「
転
形
期
目
一
般
理
論
」
と
い
う
「
み
だ

し
を
削
除
し
、

ス
ロ
ラ
哲
学
と
無
意
識
的
た
観
念
論
的
(
哲
学
的
意
味
で
の
)
な
折
衷
主
義
的
用
語
の
練
習
と
を
削
除
し
、
モ
の
か
わ

り
に
二

O
ベ
l
J
/

な
い
し
三

0
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
事
実
(
著
者
が
引
用
し
て
い
る
豊
富
な
経
済
文
献
か
ら
の
)
を
い
れ
る
な
ら
ば
、
乙

の
書
物
は
ま
っ
た
〈
す
ぐ
れ
た
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

(
1
)

何
百
区
間
自
民
間
色
。
盲
目
I

吋
量
凶
同
日
唱

ω畠

(
2
)
叶

E向

J
5
-
2唱
血
(
)
口

(
3
)
J
?
自
民
。
一
耳
司
品
。
。

(
4
〕
吋
買
向
調
。
、
日
}
U

応
(
)
同

(
5
)

寸日内観。、の吋司品()】

ポ
リ
1
リ
γ
は
、
レ

l
ニ

γ
の
己
白
「
一
評
注
」
の
立
場
に
た
っ
亡
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
を
三
般
に
」
研
究
す
る
と
い
う
問
題
提
起
を



批
判
し
、
ソ
連
邦
D
社
会
主
義
建
設
白
経
験
を
歴
史
的
・
具
体
的
に
研
究
す
る
に
と
が
必
要
で
あ
り
、
モ
の
よ
ろ
な
研
究
に
も
と
づ
い

て
社
会
主
義
経
済
の
合
法
則
性
を
あ
き
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
b
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ボ
リ
1
リ
ン
は
、

当
時
心
『
ソ
ビ
エ
ト
経
済
D
-
般
理
論
』
の
教
程
が
、
右
白
よ
う
な
欠
陥
を
も
っ
て
い
た
の
に
士
い
し
、

済
政
策
の
具
体
的
た
問
題
、
経
済
の
分
野
げ
い
お
け
る
党
と
国
家
の
諸
方
策
を
体
系
的
に
記
述
し
て
い
る
点
で
、
は
る
か
に
価
値
が
あ
り
、

肯
定
的
左
百
が
あ
わ
さ
い
、
と
の
べ
て
い
る
。

『
経
済
政
策
教
程
』
は
、
経

『
経
済
政
策
教
程
』
は
、
と
き
に
は
『
経
済
諸
方
策
に
つ
い
て
の
歴
史
』
の
教
程
と
い

っ
た
ほ
う
が
ふ
さ
わ

L
い
よ
う
友
も
の
で
あ
っ
た
り
、
部
門
別
の
一
バ
ラ
バ
ラ
の
構
成
の
も
の
で
あ
っ
た
り
し
て
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
の
全

体
系
白
発
を
特
徴
づ
け
る
合
法
則
性
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
欠
陥
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ポ
リ
1
リ
ン
は
、

こ
の
寸
教
程
』
の
も
つ
肯
定
的
な
も
心
、
価
値
あ
る
も
の
を
さ
ら
に
発
展
吉
せ
、
欠
陥
を
と
り
さ
る
と
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
経
済
学

日
教
程
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

(
1
〉
プ
ハ

1
リ
ン
の
「
過
渡
期
の
経
済
」
に
た
い
す
る
レ
l

ニ
ソ
の
一
評
註
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
一
九
二
九
年
に
公
刊
さ
れ
た
し
【
自
E
自
国
間
邑
呂
田
F

4
0
民
同
問
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
ボ
リ
l
り

γ
は
、
レ
l
z
y
の
こ
の
一
許
註
に
つ
い
て
の
紹
介
諭
文
を
『
マ
ル
ク
ス
主
義
の
旗
の
も
と
に
」
誌
、
一

九
二
九
年
第
l
、
十
一
号
に
発
表
し
て
い
る
(
ボ
リ
I
リ
ン
円
一
こ
の
論
文
は
高
尾
正
女
助
一
訳
等
士
一
種
矧
う
ち
一
つ
は
抄
訳
!
の
邦
訳
が
あ
る
)
。

(
2
)

ポ
リ
1

リ
ン
前
掲
論
文
二
二
ペ
ー
ジ
。

ボ
リ
l
リ
Y
の
提
起
し
た
『
社
会
主
義
経
済
学
教
程
要
綱
』
の
う
ち
、
第
て
第
二
篇
友
ら
び
に
第
六
篇
は
、
主
と
し
て
具
体
的
、

歴
史
的
記
述
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
社
会
主
我
経
済
制
度
の
理
論
的
記
述
に
あ
て
ら
れ
た
部
分
は
、
第
三
、
第
四
、
第
五

の
各
篇
で
あ
る
。
第
三
篇
白
う
ち
「

ω社
会
主
義
生
産
制
度
と
社
会
主
義
所
有
の
二
つ
白
形
態
」
は
、
こ
の
篇
の
も
っ
と
も
重
要
な
項

日
で
あ
り
、
社
会
主
義
経
済
制
度
に
つ
い
て
の
イ
る
は
あ
い
、
ま
ず
さ
い
し
ょ
に
と
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な

b
左
W
問
題
で
あ
る
己
と
は
、

社
会
主
義
経
済
学
の
対
象
に
つ
い
て

第
九
十
一
岳

四
円
一
五

第
六
号

九



社
会
主
義
経
済
学
の
対
象
に
つ
い
て

持
九
十
一
巻

回
。
六

第
六
号

目。

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
資
本
主
義
生
産
様
式
を
研
究
す
る
ば
あ
い
、
生
産
千
段
と
用
具
の
私
的
所
有
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
な
く

L
て
は
、
モ
れ
が
無
意
味
で
あ
る
と
ゐ
た
じ
よ
う
に
、
社
会
主
義
経
済
制
度

ω性
格
と
特
徴
、
そ
れ
が
資
本
主
義
と
は
原
則
的

に
こ
と
な
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
生
産
手
段
山
社
会
主
義
所
有
を
検
討
す
る
己
と
が
必
要
で
あ

る。
ポ
リ
1
リ
ン
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
ベ

τ
円
る
。

「
社
会
主
義
生
産
様
式
は
、
生
産
用
具
と
生
産
手
段
が
全
社
会
の
所
属
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
空
そ
を
沿
い

τ
い
る
」
。
「
生
産
手
段

と
用
具
の
社
会
主
義
的
所
有
を
う
ち
た
て
る
こ
と
は
、
回
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
さ
い
し
ょ
の
経
済
行
為
で
あ
る
。
社
会
主
義
所
有

国
民
経
済
に
台
げ
る
社
会
主
義
形
態
は
勝
利
し
、

う
べ
か

b
ず
』
と
い
う
原
則
が
実
現
さ
れ
る
。
」
社
会
主
義
の
段
階
に
存
在
す
る
ニ
ワ
の
所
有
形
態
は
、
「
都
市
と
農
村
に
お
け
る
社
会

主
義
生
産
関
係
白
き
そ
で
あ
h
」
が
、
歴
史
的
に
も
担
論
的
に
も
て
っ
て
い
的
な
社
会
主
義
型
心
企
業
は
国
有
企
業
で
あ
り
、
こ
の
型

が
発
展
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

労
働
に
た
い
す
る
保
証
権
、

『
働
か
ざ
る
も
の
食

白
企
業
が
半
導
的
な
役
割
士
演
じ
、
協
同
組
合
1
コ
ル
ホ
ー
ズ
的
形
態
の
発
展
を
規
定
す
る
。
し
た
が
っ
亡
、
社
会
主
義
所
有
の
二
つ

の
形
態
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
亡
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
国
家
形
態
(
国
有
企
業
〕
の
分
析
か
ら
は
じ
め
怠
け
れ
ば
な
b
た
い
。

(
1〉

(

2

)

 

(
3
)
 

前
掲
前
主

三
二
ペ
ー
ジ
@

ポ
リ
l
u
ν
γ

同
右
。

同
右
。

ボ
リ
l
リ
ン
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
に
よ
り
、
大
規
模
な
生
産
手
段
の
社
会
主
義
所
有
の
国
家
形
態
が
っ
く
り
だ
さ
れ
た

己
と
に
よ
り
、
社
会
主
義
原
則
に
も
と
づ
い
て
社
会
士
改
造
す
る
た
め
の
テ
コ
が
つ
〈
り
だ
さ
れ
た
己
と
白
た
か
に
、
歴
史
的
分
析
と

理
論
的
分
析
と
の
一
致
を
み
て
い
る



つ
ぎ
に
、
ポ
リ
l
リ
Y

は
、
所
有
白
国
家
形
態
が
他
D
所
有
形
態
白
発
展
を
規
定
す
る
こ
と
か

b
、
社
会
主
義
生
産
関
係
の
基
本
的

投
特
徴
主
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
て
っ
て
い
的
な
国
家
形
態
で
あ
る
固
有
企
業
を
分
析
し
、
そ
れ
を
特
徴
づ
け
る
必
要
を

指
摘
し
、
モ
己
で
は
、
生
産
の
主
人
公
は
社
会
で
あ
一
り
、
社
会
主
義
国
家
む
か
た
ち
を
と
っ
た
全
人
民
で
あ
る
こ
と
が
あ
き

b
か
に
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
は
、
直
接
社
会
的
性
格
全
治
び
て
は
い
る
が
、
モ
れ
は
、
い
ろ
い
ろ
む
か
た
ち

1
lた
と
え
ば
、

「労

働
者
集
団
と
工
場
管
理
部
、
全
社
会
、
個
々
の
労
働
者
の
労
働
に
た
い
す
る
関
係
に
沿
い

τ、
国
民
経
済
計
画
の
な
か
で
社
会
的
総
労

働
力
と
し
亡
個
人
的
労
働
力
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
の
な
か
に
、
生
産
と
流
、
通
の
運
動
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
沿
い
て
、
あ
る

己

1

|
表
現
さ
れ
て
い
る
。

い
は
工
場
の
生
産
し
た
完
成
生
産
物
に
た
い
す
る
社
会
臼
関
係
白
た
か
に

「
こ
の
こ
と
は
、
社
会
主

義
生
産
に
ゐ
げ
る
個
々
の
労
働
者
の
具
体
的
個
人
的
労
働
が
、
資
本
主
義
社
会
の
も
と
で
む
よ
う
に

l
l資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
労

働
は
、
平
均
的
抽
象
的
単
位
と
な
り
、
貨
幣
形
態
に
お
け
る
抽
象
的
宮
を
つ
く
り
だ
す
手
段
に
す
ぎ
な
い
1

1
個
人
性
を
う
ば
わ
れ

τ

い
な
hv
、
と
い
う
己
と
と
関
連
し
て
い
る
。
て
っ
て
い
的
な
社
会
主
義
型
白
企
業
で
は
、
個
人
的
・
具
体
的
有
用
労
働
は
直
接
社
会
的

労
働
」
で
あ
り
、
こ
の
特
徴
を
、
協
同
組
合
的
H
H
コ
ル
ホ
ー
ズ
型
の
企
業
で
の
労
働
の
直
接
社
会
的
性
格
の
特
徴
づ
け
と
む
す
び
つ
け

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

(
l
)
 

(
2〉

ポ
リ

1
り
ン

同
右
。

前
掲
論
文

三
三
ペ
ー
ジ
。

対
的
矛
盾
は
た
い
と
い
う
己
と
か

b
、

つ
ぎ
に
い
わ
ゆ
る
必
要
労
働
と
剰
余
労
働
の
問
題
に
つ
h

て
は
、
社
会
主
義
生
産
で
は
、
必
要
時
間
と
剰
余
時
間
と
の
あ
い
だ
に
敵

「
労
働
者
に
よ
り
支
出
さ
れ
る
す
べ

τ白
労
働
は
必
要
労
働
で
あ
か
」
己
と
、
さ
ら
に
労
働
生

産
物
が
、
ど
の
よ
う
に
蓄
積
フ
局

Y
ド
と
個
人
消
費
プ
ォ

γ
ド
に
配
分
さ
れ
る
か
を
し
め
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
ベ
、
ま
た
、
社

会
主
義
労
働
に
沿
い
亡
は
、
個
人
的
利
害
と
社
会
的
利
害
と
が
結
合
し
て
い
る
た
め
、
自
分
の
た
め
白
労
働
以
外
の
労
働
も
、
自
分
自

社
会
主
義
経
情
学
の
対
象
に
つ
い
て

第
九
十
一
巻

四

O
七

第
六
号

四



社
会
主
義
経
済
学
の
対
象
に
つ
い
て

第
九
十
一
巻

四

O
八

第
六
号

四

身
の
国
家
、
自
分
自
身
の
階
級
D
た
め
の
労
働
も
、
モ
こ
に
は
な
ん
ら
か
わ
る
と
こ
ろ
が
な
悼
、
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
国
民
経
済
白

社
会
主
義
的
改
造
白
た
め
の
前
提
は
、
所
有
制
の
改
造
、
す
な
わ
ち
私
的
所
有
を
社
会
的
所
有
に
か
え
る
己
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
主

っ
て
、
私
的
労
働
と
社
会
的
労
働
と
の
基
本
的
矛
盾
は
な
く
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
所
有
形
態
が
か
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
人
聞
の

労
働
に
た
い
す
る
関
係
が
、
た
だ
ち
に
生
活
の
第
一
義
的
欲
求
と
は
左

b
な
い
。
社
会
主
義
労
働
に
治
い
て
は
、
個
人
的
利
害
と
社
会

的
利
害
と
白
あ
い
だ
白
矛
盾
が
左
〈
左
り
、
両
者
が
結
合
す
る
前
提
と
可
能
性
は
存
在
す
る
。
し
か
し
可
能
性
心
存
在
は
、
そ
の
全
国

的
な
実
現
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
生
産
力
の
発
展
と
と
も
に
人
間
日
意
識
に
お
け
る
改
造
が
と
も
た
わ
老
け
れ
ば
、
労
働
が
生

涯
の
第
一
義
的
欲
求
と
は
な
り
え
な
加
。
社
会
主
義
分
配
原
則
が
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
で
あ
る
こ
と
は
、
社
会
主
義
所
有
形
態
に
規

定
さ
札
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
の
な
ご
り
で
あ
る
。
ソ
連
邦
に
沿
い
て
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
副
業
経
営
が
存
在
し
、
中
固
に
お
い
て
自
留

地
な
ど
の
存
在
が
み
と
め
ら
れ
、
あ
る
い
は
ま
た
生
産
を
た
か
め
る
た
め
の
物
質
的
刺
激
の
い
ろ
い
ろ
白
方
法
と
形
態
が
存
在
す
る
こ

と
は
ま
た
、
所
有
形
態
の
変
苗
が
、
た
だ
ち
に
人
間
心
改
造
を
な
し
と
げ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
し
め
す
も
の
に
ほ
か
友
ら
な
い
。

ボ
リ
1
リ
γ
は
、
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
を
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
で
事
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
原
則
と
み
る
こ
と
に
反
対
し
、
そ
れ

は
社
会
主
義
生
産
様
式
に
の
み
固
有
な
原
則
で
、
あ
ら
ゆ
る
搾
取
の
一
掃
を
前
提
と
し
た
原
則
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
ポ
リ

ー
リ
γ
に
よ
れ
ば
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
の
要
素
が
の
と
っ
て
い
る
の
は
、

「
自
分
の
能
力
の
点
で
同
一
で
な
い
ひ
と
び
と
に
(
そ
れ

ぞ
れ
の
ひ
と
び
と
に
は
つ
ね
に
個
人
差
が
あ
る
)
同
一
の
尺
度
が
適
用
さ
れ
、
社
会
に
あ
た
え
た
労
働
の
量
と
質
と

r依
存
し
た
同
一

の
配
分
を
う
け
る
原
則
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
古
川
」
、
ナ
な
わ
ち
一
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
と
な
っ
た
ひ
と
び
と

r同
一
の
尺
度
が
適
用
さ
れ
る
と

い
う
点
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
の
む
こ

U
か
ず
が
あ
る
。
ポ
リ

l
リ
y
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
が
、
社

会
主
義
の
分
配
法
別
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
加
。
し
か
し
、
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
を
必
然
的
に
し
て
い
る
の
は
、
生
産
力
の



発
展
が
、
必
要
に
沿
う
じ
て
分
配
し
う
る
ほ
ど
、
一
一
両
W
水
準
に
た
っ
し

τい
な
円
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
社
会
主
義
段
階
自
体

日
山
、
過
渡
期
で
あ
り
、
過
渡
的
性
格

P
も
っ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
一
な
い
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
己
の
た
め
ま
た
消
費
の
不
平
等
も
ま

た
不
可
避
と
友
る
白
で
あ
る
。

(
1
)
 
ボ
リ

1
リ

γ

前
蝿
繭
文

一
八
ペ
ー
ジ

社
会
主
義
を
固
定
的
に
考
え
、
定
式
化
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
み
は
、
現
在
ま
で
ソ
連
の
お
お
く
の
学
者
に
み
ら
れ
る
土
こ
ろ
で
あ

ム
。
資
本
主
義
か

b
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
が
お
わ
り
、
社
会
主
義
が
基
本
的
に
建
設
さ
わ
、
開
民
経
済
に
沿
い
て
社
会
主
義
経
済
形

態
が
支
配
的
と
友
っ
た
段
階
に
、
し
か
も
友
お
の
こ
る
旧
社
会
か
ら
も
ち
と
さ
れ
た
形
態
を
も
っ
経
済
的
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
、
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
、
理
解
す
る
か
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
新
し
い
経
済
学
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
と
と
と
あ
い
V

ま
っ
て
、
社
会

主
義
を
固
定
化
し
定
式
化
す
る
傾
向
が
で
て
き
た
の
で
あ
る
。

〔

1
V

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
ポ
リ
l
リ
ン
が
左
会
主
義
経
済
学
の
確
立
の
必
要
を
提
記
し
て
い
ら
い
、
明
碍
化
し
て
き
た
。
第
二
次
天
戦
後
、
一
九

五
四
年
に
公
刊
さ
れ
た
ソ
述
邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
経
済
研
究
所
嗣
「
経
済
学
教
科
書
」
で
は
、
一
九
五
九
年
の
第
三
版
増
補
改
-
訂
版
ま
で
歴
史
上
し

ら
れ
て
い
る
生
産
関
係
の
某
本
的
な
型
と
し
て
、
原
始
共
同
体
制
度
、
奴
隷
制
度
、
封
建
制
度
、
資
本
主
義
お
よ
び
社
会
主
義
(
傍

4

木
原
)
を

あ
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
ス
タ
ー
リ
ン
の
論
文
「
弁
証
物
的
唯
物
論
と
史
的
唯
物
論
」
の
な
か
に
み
ら
れ
る
規

涯
を
う
け
つ
い
だ
も
の
で
あ
る
u

き
い
き
ん
ソ
連
邦
に
お
い
て
も
社
会
主
義
を
固
定
化
す
る
且
解
が
し
だ
い
に
あ
ら
た
め
ら
れ
で
き
た
。
た
と
え
ば
、

一
九
六
=
年
公
刊
さ
れ
た
『
経
掛
学
教
科

Z
』
第
四
版
で
は
、
経
済
学
の
研
究
す
る
基
本
的
な
生
産
閣
係
の
型
と
し
て
、
原
始
決
同
体
制
度
、
奴
隷

制
度
、
封
建
制
度
、
資
本
主
義
制
度
、
共
産
主
義
制
度
信
あ
げ
、
共
産
主
義
制
度
を
さ
ら
に
二
つ
の
発
展
段
階
、
す
な
わ
ち
低
い
段
階
で
あ
る
社
会

主
義
の
段
階
と
高
い
段
階
(
共
産
主
義
)
と
に
わ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
篇
別
構
成
で
は
、
「
資
本
主
義
以
前
の
生
産
様
式
」
「
資
本
主
義
的
生
産

株
式
」
に
た
い
し
、
ま
だ
「
社
会
主
義
性
産
株
式
」
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
六
二
年
度
の
『
経
済
学
教
担
要
綱

L
(同団
O
G
E宮
司
空
目
宮
尾
E
g
o
v品
目
。
図
書
E
L
H自
国
自
民
百
邑
目
M
E
E吉
岡
田
国

社
会
主
義
経
済
学
の
有
象
に
つ
い
て

鵠
九
十
一
巻

凶
心
九

第
六
号

四



社
主
主
義
経
智
子
D
対
象
に
つ
い
て

第
九
十
一
巻

回

。
第
六
号

四
回

(
ω
g
s
E
S
d
o盟
百
昌
司
区
明
日
)
の
第
三
一
篇
は
「
共
産
主
義
生
産
様
式
」
ー
と
な
っ
て
い
る
-

広
い
意
味
で
の
経
済
学
の
一
部
と
し
て
、
社
会
主
義
段
陪
の
生
産
関
係
を
そ
の
対
象
と
す
る
ば
あ
い
、
『
共
産
王
識
経
諦
学
』
の
な
か
の
低
い
段

階
と
し
て
位
置
づ
け
、
と
り
あ
っ
か
う
こ
し
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

X 

× 

× 

つ
ぎ
に
、
経
済
学
に
お
け
る
法
則
の
と
り
あ
っ
か
い
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

「
広
い
意
味
で
白
経
済
学
教
程
は
、
社
会
的
生
産
の
い
ろ
い
ろ
の
歴
史
的
ウ
ク
ラ

l
ド
の
発
展
の
諸
法
則
を
体
系

的
に
記
述
し
た
も
の
で
あ
れ
」
、
こ
の
経
済
学
教
程
に
は
、
「
も
っ
と
も
重
要
な
独
立
し
た
構
成
部
分
で
あ
り
、
も
ヲ
と
も
重
要
な
さ
い

ご
の
篇
と
し
て
、
社
会
主
義
生
産
様
式
の
諸
法
則
に
つ
い
て
の
記
述
が
ふ
く
ま
れ
な
け
れ
ば
た
b
な
い
」
と
の
ベ
て
い
る
。

ポ
リ
l

リ
ン
は
、

~ ~ 

2 1 

ボ
リ
1
リ
ン

同
右
。

前
掲
論
文

二
一
ペ
ー
ジ
。

し
か
し
左
が
ら
、
ポ
リ
l
リ
γ
の
こ
の
論
寸
(
に

b
h
て
は
、

一
九
五
二
年
の
ス
タ
リ

γ
論
文
(
「
ソ
連
邦
に
お
け
る
社
会
主
義
の
経
済
的

諸
問
題
」
〕
以
後
、
明
確
な
か
た
ち
で
規
定
さ
れ
た
社
会
主
義
の
も
と
で
の
経
済
諸
法
則
に
つ
い
て
の
上
う

r、
法
則

rつ
い
て
の
一
は
っ

さ
り
と
し
た
概
念
は
、
ま
だ
み
ら
れ
ず
、
そ
の
厳
密
な
規
定
も
な
い
。

ポ
リ
l
リ
Y
は
、
資
本
主
義
の
基
本
的
法
則
の
一
つ
と
し
て
、
労
働
者
階
級
の
一
相
対
的
、
絶
対
的
窮
乏
化
を
あ
げ
、
ソ
ビ
エ
ト
社
会

主
義
社
会
の
法
則
は
、

「
賃
金
白
増
大
、
賃
金
以
外
由
労
働
者
日
所
得
部
分
の
増
大
、
勤
労
者
の
生
活
水
準
の
不
断
の
向
上
に
表
現
さ

れ
る
、
勤
労
者
白
物
質
的
・
文
化
的
福
祉
白
不
断
の
向
上
で
あ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
と
白
よ
う
に
、
基
本
法
則
に
つ
い
て
の
概
念

「
ス
タ

l
リ
γ
論
文
」
い
ど
に
み
ら
れ
る
土
う
在
、
基
本
法
則
と
そ
の
他
の
諸
法
則
、
と
を
厳
密
に
区
別

の
原
型
が
み
ら
れ
は
す
る
が
、

し
て
規
定
さ
れ
る
ま
で
に
は
い
た
っ
て
W
在
い
。



ま
た
、
ポ
り
l

リ
V

は
、
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
は
社
会
主
義
的
原
則
(
同
市
岡
田
宮
口
)
で
あ
り
、
労
働
支
払
に
お
け
る
相
異
は
、
社

会
主
義
の
基
本
的
原
則
1
l
l労
働
に
よ
る
分
配
1
ー
か

b
で
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
労
働
生
産
性
心
向
上
と
資
金
向

上
の
一
定
白
関
係
は
、
労
働
生
産
性
が
急
速
に
増
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
賃
金
が
増
大
す
る
と
い
う
社
会
主
義
の
一
般
原
則
か
ら
で
て
く

弘
、
と
の
べ
て
い
る
が
、
法
則
と
原
則
と
の
区
別
も
ま
た
あ
き
ら
か
で
は
た
い
。

(
1
)
 
ポ
リ
l
リン

前
掲
論
文

一
ハ
|
三
九
ペ
ー
ジ
事
照

ポ
り
1
り
γ
が、

一
九
三
也
年
一
月
の
論
文
で
、
社
会
主
義
経
済
学
確
立
の
必
要
を
提
起
し
た
重
要
左
動
機
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に

も
の
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
当
時
、
社
会
主
義
生
産
、
分
配
、
交
換
を
研
究
寸
る
う
え
で
の
、
い
わ
ゆ
る
日
和
見
主
義
的
見
解
あ
w
h

い
は
左
翼
的
見
解
心
批
判
が
重
要
な
一
課
題
臼
ひ
と
づ
で
あ
り
、
モ
の
批
判
を
つ
う
じ
て
、
社
会
主
義
経
済
学
の
体
系
的
た
教
程
を
つ
く

り
あ
げ
る
こ
と
が
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
社
会
主
義
経
済
学
の
発
展
に
治
げ
る
ひ
と
つ
の
転
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ま

で
は
、
プ
ハ

I
リ
ン
の
「
経
済
学
消
滅
論
」
の
影
響
を
う
け
、
社
会
主
義
生
産
に
お
い

τは
、
生
産
が
一
定
の
社
会
主
義
的
計
画
に
も

と
づ
い
て
ゐ
こ
な
わ
れ
る
た
め
、
諸
関
係
は
、
単
純
で
明
瞭
な
も
白
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
経
済
学
と
し
て
、
そ
こ
に
は
た
に
も
研

究
す
べ
き
も
の
が
な
い
、
と
い
う
見
解
、
あ
る
い
は
ま
た
、
交
換
や
流
通
D
研
究
は
、
商
品
生
産
の
存
在
す
る
資
本
主
義
関
係
に
語
い

亡
の
み
必
要
で
あ
り
、
社
会
主
義
諸
関
係
の
も
と
で
は
必
要
で
な
い
、
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
左
翼
的
」
見
解
が
み
ら
れ
、
現
実
の
社

会
主
義
建
設
に
と
っ
亡
、
す
く
な
か
ら
ず
有
害
な
影
響
を
あ
た
え
た
。

現
実
に
存
在
す
る
貨
幣
や
商
業
を
、
社
会
主
義
経
済
に
お
い
て
ど
臼
よ
う
に
位
置
づ
け
、
そ
れ
ら
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
の
用
具
」
主
、

「
社
会
主
義
の
利
益
に
」
ど
の
よ
う
に
「
適
応
さ
せ
る
」
か
と
い
う
問
題
は
、
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
解
決
を
せ
ま
ら
れ
た
問
題
で

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

b
、
こ
心
問
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
、
理
論
的
に
ひ
と
つ
の
困
難
な
問
題
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
交
換
や
流

社
会
主
説
経
済
学
の
対
象
に
つ
い
て

第
九
十
一
巻

凹

第
六
号

四
五



社
会
主
義
経
済
学
の
対
象
に
ウ
い
て

通
の
研
究
は
、
商
品
生
庄
の
存
在
す
L
資
本
主
義
関
係
に
お
い
て
の
み
必
要
で
あ
り
、
社
会
主
義
諸
関
係
の
も
と
で
は
必
要
で
な
い
、

「
社
会
主
義
社
ム
宮
に
沿
け
る
商
業
と
貨
幣
の
関
係
は
、
商
品

1
資
本

第
九
十
一
巻

凹

第
六
号

四
六

主乙
経レコ
済う
の見
関解
開(

己停
原千
貝11 ↓

的伝
に)

己主
と t北
な判
っす
てる
い立
る4ラ場
」一ー

に
た
ココ
か
ぎ
り

(
時
点
木
原
)
こ
と
を
あ
き
b
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
し
か
し
な
が

b
、
当

時
、
社
会
主
義
の
も
と
に
治
け
る
商
品
生
産
の
存
在
を
否
定
す
る
と
い
う
点
で
は
、
左
翼
的
と
い
わ
れ
た
見
解
も
、
左
翼
的
見
解
を
批

判
し
た
ひ
と
び
と
も
ゐ
た
じ
で
あ
ヲ
た
。
し
た
が
っ
て
、

「
左
翼
的
」
見
解
を
批
判
す
る
ひ
と
び
と
も
、
商
業
ゃ
貨
幣
な
ど
の
価
値
的

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
存
在
を
、
商
品
生
産
、
し
た
が
っ
て
ま
た
価
値
法
則
と
き
り
は
た
し
て
、
前
配
し
友
け
れ
な

b
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(
1
〕
凸
己
記
園
出
回
。
口
目
。
。
回
富
岡
国
凶
陸
回
国
m
w
H
H
l
。

E」
T

2町
内

山

田

(
2
)
叶
P
R
良
少

O
A
M
仏
国
mv

(
3
)
↓
白
出
向
R
O
)

《
吋
相
応
回
目

(
4
〉
ポ
り
リ
ン
ム
…
川
掲
協
調
文

一
四
ペ
ー
ジ
。

一
九
四
三
午
に
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
価
値
法
則
の
作
用
が
み
と
め
ら
れ
る
ま
で

i
1変
容
さ
れ
た
価
値
法
則

と
し
て
で
は
あ
る
が
|
|
価
値
法
則
の
存
在
と
そ
の
作
用
を
否
定
す
る
見
解
が
文
配
的
で
あ
っ
た
Q

価
値
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
価
値
、
価

値
法
則
と
き
り
は
去
し
、
モ
の
機
能
の
側
面
白
み
し
か
対
象
忙
古
れ
な
か
っ
た
た
め
、
社
会
主
義
の
経
済
諸
法
則
、
社
会
主
義
経
済
発

展
の
合
法
則
性
に
も
と
づ
い
て
、
社
会
主
義
経
済
の
本
質
を
あ
き
ら
か
に
し
、
社
会
主
義
経
済
が
資
本
主
義
経
済
と
原
則
的
に
こ
と
な

以
よ
り
よ
う
に
、

る
点
士
論
証
す
る
う
え
で
、

h
s
b
く
の
困
難
と
無
涯
を
も
た
ら
す
己
と
に
な
っ
た
白
で
あ
る
。


